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特集／認知症の人が地域で継続して生活するためのエビデンスを探る
地域で継続して生活するために 

―フレイルと心理社会面に着目した作業療法   星城大学　竹 田 徳 則
介護認定調査からみた認知症者の ADL・BPSD の実態と介入   大勝病院　丸 田 道 雄，他
地域で継続して生活するために 

―認知症初期集中支援における OT の役割   新桜町アーバンクリニック　村 島 久 美 子
地域で継続して生活するために 

―認知症高齢者の睡眠，生活リズムに対する評価と介入   大阪大学大学院　石 丸 大 貴，他
地域で継続して生活するために 

―在宅での生活行為に対する評価と介入ポイント   鹿児島大学大学院　田 平 隆 行，他
コラム：家族として・OT として 

―MCI と診断された母への OT の娘のかかわり   甲南女子大学　竹 内 さ を り
講座　ICT，AI，ロボットを活用した作業療法　最終回

機能訓練や自立支援のためのロボット技術を活用した機器開発の現状と作業療法士の役割  
  学校法人敬心学園　小　林　　　毅

連載　作業療法を深める　第 34回
民俗学からみる老い   畑 中 章 宏
わたしの大切な作業　第 18回

  細 川 貂 々
症例報告

作業遂行技能の評価と生理学的な評価を併用し，行動変容を促した呼吸器疾患の 1 例  
  東海大学医学部付属病院　廣 瀬 卓 哉，他

プラクティカルノート
重度のコミュニケーション障害を呈した ALS 患者への支援 

―透明文字盤の使用方法について   国立病院機構旭川医療センター　吉 崎 祥 吾，他

※都合により内容に変更がある場合がありますのでご了承ください．
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